
 

 

 

 

 
 

 
令和６年  明けまして おめでとうございます 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 覧 はばたき 
令和６年１月１０日  

世 羅 西 中 学 校 

学校だより（第１０号）  

http://www.edu.town.sera.hiroshima.jp/seranishi-jhs/ 

 

 

１２月２２日（金）に，旧生徒会執行部（３年生）が，最後の
挨拶を行いました。一年間の取組から，学んだことと新しい生
徒会に望むことについて「キーワード」を挙げて伝えました。 
旧生徒会執行部のみなさんは，令和５年度生徒会ビジョン

「向上心を持ち，進化し続ける世羅西中」の実現に向けて，仲間・
地域・伝統文化など，様々な繋がりを大切にし，後輩を導き続け
ました。みなさん，お疲れさまでした。そして，ありがとうござい
ました。 
 しかし，卒業までは３年生 
が本校のリーダーに違いあり 
ません。最後まで１・２年生 
に理想のリーダー像を示し続 
けてください。 
これからも期待しています。

 

第4２期 生徒会役員選挙  立会演説会及び投票 

世羅町税務課の方をお招きして租税

教室を実施しました。税金の種類や教

育に使われている税金について正しい

知識と理解を持ち，その使い道につい

ても関心を持つことができました。 

 

 

せらにしタウンセンターを発着として，服部杯ふれあいマラソン大会が開催されました。 

今大会には，世羅西中学校から１・２年生と３年生2名，職員2名が参加しました。また，選手宣誓は２年の重石さ

んが行いました。参加者は，沿道からの声援に元気をいただきながら，最後まで全力で走りきることができました。 

大会開催へ向けて準備をしてくださった方，沿道から声援を届けてくださった地域のみなさん，ありがとうございました。 

《 結 果 》 

○中学生女子の部（２ｋｍ）第１位 原  弥月（2年） 

             第２位 見藤 希乃（2年） 

             第３位 貞行 希海（１年） 

○中学生男子の部（３ｋｍ）第1位 畠黒湖大郎（2年） 

 

生徒会役員選挙（立会演説会及び投票）を，12月 13日（水）に実施しました。 

今年度は，２名の生徒が立候補しました。２名の立候補者は，それぞれが，より良い世羅西中学校にしていく決意

と新生徒会についての思いを述べました。推薦者・立候補者共に，堂々と立派な演説を行う姿は勿論のこと，演説を

真剣に聴き，今後の世羅西中学校をみんなで創り上げようとする全校生徒の思いが伝わる雰囲気から，次代を担う生

徒会長を選ぶ立派な立会演説会となりました。 

 

 

服部杯ふれあいマラソン  １２月３日（日） 

 始業式の前に，令和６年能登半島地震でお亡くなりになられた方々，現在も一日も早い 

復興に向け，懸命に生きておられる被災者の方々へ黙とうを捧げました。遠く離れた地で， 

私たちが行えることには限りがありますが，自分ができる支援を考え，行動できればと思います。 

 さて，今年の干支は「辰」です。「辰」，言い換えれば「竜」は，どのようにして「竜」となる（成長

する）のか。古来より，竜は，大きな滝を鯉が泳いで昇りきり，変化した姿であると言い伝えられていま

す。つまり「辰」には，「活力旺盛になって大きく成長し，形がととのう」という意味があります。 

この「辰年」を，世羅西中学校の生徒全員が，活力（やる気）がみなぎり，大きく成長する令和６年にし

ていきましょう。 

 「成長」。全校朝会でも何度か話をしましたが，学校は何のためにあるのか，それは，人が成長するた

めに存在します。集団での学校生活を通して，自分の強みや弱み，長所や短所を知り，他者の様々な考え

方や思いに触れることで，自分の考え方や物事の捉え方が広がり，深まる。多様な個性や価値観に接する

ことで，自分という人間の骨格がつくられ，社会を生き抜く力を身につけられるのが学校です。ここで，

成長の大切さを表した言葉を紹介します。それは，『積水成淵（せきすい せいえん）』という言葉です。

「積水」とは，高い所から滴り落ちる水という意味になります。「成淵（せいえん）」とは，深い淵がで

きるという意味です。 

「積水成淵」。滴り落ちる少しの水でも，絶え間なく水が落ち続ければ，その下に深い淵ができる。 

つまり，「少しでも，小さくても，努力を続けることで，いつか目標や目的を達成できる」という意味に

なります。 

 ３学期のスタートに当たり，この言葉を通して，みなさんと確認したいと思います。 

 「積水」，少しの小さな努力も，途絶えることなく続けることができる世羅西中学校の生徒でありまし

ょう。そして，「成淵」，今日の自分より，明日の自分へと成長するために，少しでも，でも着実に目標

や目的に近づく世羅西中学校の生徒でありましょう。 

 令和５年度の最後の節目となる「卒業式」と「修了式」は，あっという間に訪れます。この節目の時に，

自分自身に対して「よくやった」と胸を張って言い切れる自分自身でありましょう。そして，苦楽をとも

にした仲間を称えることのできる自分であり，称え合える仲間へと成長していきましょう。【始業式式辞より】 

 

第４２期 生徒会執行部 研修会 
１２月２５日（月） 

世羅警察署の山田警部補をお招きし，非行防止

教室を行いました。冬休みの生活について，イン

ターネットや薬物，交通安全について，生徒にわ

かりやすく注意喚起をしていただきました。 

非行防止教室 
１２月２２日（金） 

 

第 4２期 生徒会執行部役員 

会 長 畠黒湖大郎 
副会長 井上 凌駕 
書 記 原 弥月 重石 峻杜 
会 計 宮本 林奈 槇野 迅 

生 活 委 員 会 委 員 長 大久保汰一 
保健･美化委員会委員長 見藤 希乃 
図書･広報委員会委員長 吉實日奈美 

 

１２月１１日（月） 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

  

日 曜 １月の行事予定 日 曜 ２月の行事予定 

1 月 〈元日〉  1 木 
PTA本部役員会 
スクールカウンセラー相談日  

2 火 〈年始休日〉  2 金   

3 水 〈年始休日〉  3 土   

4 木   4 日   

5 金 Ｐ本部役選委員会 5 月   

6 土   6 火   

7 日   7 水 朝会 

8 月 〈成人の日〉 8 木   

9 火 
始業式 生徒会任命式 
登校指導 

9 金 
学校安全の日  
ＰＴＡ総合役員会 

10 水 
学校安全の日 
第４回確認テスト（3年） 
確認テスト（１・２年） 

10 土 谷敷杯・麓杯争奪ロードレース大会 

11 木   11 日 〈建国記念の日〉 

12 金 
３年学年末テスト 
スクールカウンセラー相談日 

12 月 振替休日 

13 土  13 火   

14 日  14 水 家族の日 発表朝会 

15 月 
３年学年末テスト 

15 木 
PTA参観日 スクールカウンセラー相談日 
ＰＴＡ総合役員会  
ＰＴＡ総会 生徒委員会 登校指導 

16 火 
３年学年末テスト 
家族の日 

16 金 第３回学校運営協議会 

17 水 修学旅行（２年） 17 土   

18 木 
修学旅行（２年） スクールカウンセラー
相談日 

18 日 中国女子世羅駅伝 

19 金 修学旅行（２年） 19 月 外国語交流授業（中２，小５）  

20 土 英検 20 火   

21 日   21 水 朝会 

22 月   22 木  

23 火   23 金 〈天皇誕生日〉 

24 水 
一次選抜等・連携型選抜出願登録開始
２月１０日（正午まで） 
標準学力調査（３教科）AM 

24 土   

25 木 
標準学力調査（２教科）AM  
PTA参観日(校内駅伝) 

25 日   

26 金 生徒委員会 26 月   

27 土   27 火 
登校指導 
一次選抜 期末テスト（１・２年） 

28 日   28 水 
登校指導 一次選抜 
期末テスト（１・２年）  

29 月 中学校入学説明会（PM） 29 木 
登校指導 一次選抜 
期末テスト（１・２年）  

30 火         

31 水 
発表朝会 
「明神の舞」引継式⑥ 

      

世羅駅伝競走大会  １２月１０日（日） 

せら文化センターをスタートして，せらにしタウンセンターをゴールとする，「第 77 回世羅駅伝競走大会」が，冬と

は思えない温かい天候のもと開催されました。 

今大会には，世羅西中学校からは陸上部が参加し，世羅西中学校の「襷」を5人全員で力を合わせて繋ぎ，全力で走り

きることができました。 

 

令和６年の私の挑戦の一つとして、校長コラム「未来」を掲載したいと思います。コラムを

通じて、校長として、これからの世羅西中学校をどうしていきたいのかを、保護者・地域の皆

様へ発信し、ともに世羅西中学校を創造していければと思っています。どうぞ、よろしくお願

いいたします。 

さて、第１回目の今回は、学校教育目標「豊かな心で主体的に学び合い、自己実現を果たせ

る生徒の育成」についての、特に『自己実現』に込めた思いをお伝えします。 

『自己実現』の意味を、これまで先生方や生徒のみなさんに、「自分の幸せを追求すると同時

に、他者の幸せを探究できる生き方」と説明してきました。これは、世羅西中学校を巣立って

いく生徒が、社会を生き抜く中で「自分の幸せと同時に、他者の幸せを実現できる人」であっ

てもらいたいとの思いからです。 

近年は、超スマート社会（Society5.0）の実現に迫る中で、誰もが瞬時に多くの情報を得ら

れるとともに、個人が世界に向けて情報発信を簡単にでき、多様な価値が生まれ、認められる

時代となっています。また、人工知能AIが、加速度的に能力を高め、未来社会を創造していく

のに無くてはならないモノになってきています。 

SNSに象徴されるように、超スマート社会は、とても便利で、私たちの生活を豊かにしてく

れています。それと比例するように、これまでなかったような事件や事故も生起しています。

バーチャル（仮想）に多くの人とつながっているが、リアル（現実・実際）な人とのつながり

が弱く、薄くなっている。その結果、人と人の関わりが「面倒」「煩わしい」ものへと変化して

しまっていると私は思っています。 

このような時代・社会を生きていく生徒たちに、自分という「人間」も、他人という「人間」

も同じ「人間」であり、誰もが尊い存在であることを深く理解・認識した一人の人間として、

予測不能と言われるこれからの社会をつくる担い手になってもらいたいと強く思っています。 

人間としての骨格・土台づくりができる学校生活を通じて、『自己実現』を果たせる素養を体験

的に身に付けることが、このような時代だからこそ大切であると思い、「自己実現を果たせる生

徒の育成」をゴールイメージとして掲げました。 

令和６年度も引き続き、同じ学校教育目標を掲げ、教育活動の充実を推進してまいります。

そのための具体的な取組を「何のために（目的）、どのようにして（手段）行うのか」を、これ

からのコラムで説明させていただき、保護者・地域の皆様とともに、世羅西中学校の教育活動

を創造していきたいと思います。 

校長コラム 



 

 

 


